
療
の
保
険
適
用
、
待
機
児
童

の
解
決
、
国
土
強
靭
化
に
向

け
て
強
い
覚
悟
を
持
っ
て
臨

む
。
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
通
じ
、

あ
ま
た
の
災
害
か
ら
立
ち
直

（１）（毎月１回、１0日発行）（昭和56年２月３日第３種郵便物認可） The  Syukyo  Shimbun (The  Religion  News) 令和３年（2021年）３月１０日　水曜日 第773号

一
、
精
神
革
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の
旗
手

一
、
宗
教
連
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の
具
現

一
、
地
上
天
国
の
建
設
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Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
「
青
天
を
衝

け
」
が
始
ま
っ
た
。
主
人
公
は
「
日

本
資
本
主
義
の
父
」
と
も
称
さ
れ
る

渋
沢
栄
一
。
タ
イ
ト
ル
は
藍
玉
を
売

る
た
め
信
州
に
行
く
峠
を
越
え
る
途

中
、
渋
沢
が
詠
ん
だ
漢
詩
の
一
節

「
勢
衝
青
天
攘
臂
躋
」（
青
空
を
つ
き

さ
す
勢
い
で
肘
を
ま
く
っ
て
登
り
）

か
ら
取
ら
れ
た
。

経
済
成
長
が
鈍
り
、
少
子
高
齢
化

に
加
え
て
コ
ロ
ナ
禍
で
閉
塞
感
の
漂

う
日
本
に
は
、
明
治
の
初
め
の
よ
う

な
元
気
の
回
復
が
望
ま
れ
て
い
る
。

国
民
一
人
ひ
と
り
の
力
を
国
づ
く
り

に
生
か
す
仕
組
み
を
作
ろ
う
と
し
た

渋
沢
の
生
涯
を
概
観
し
て
み
よ
う
。

父
か
ら
商
売
を
習
う

渋
沢
は
１
８
４
０
年
、
今
の
埼
玉

県
深
谷
市
血
洗
島
の
豪
農
の
家
に
生

ま
れ
た
。
栄
一
の
父
市
郎
右
衛
門
は

一
は
か
ぶ
れ
、
同
志
を
糾
合
し
て
外

国
人
を
皆
殺
し
に
し
、
幕
府
を
窮
地

に
追
い
込
も
う
と
し
た
。
そ
の
た
め

高
崎
城
を
襲
う
前
夜
、
京
都
の
偵
察

か
ら
帰
っ
て
き
た
同
志
に
、
弾
圧
さ

れ
る
か
ら
や
め
る
よ
う
言
わ
れ
て
あ

き
ら
め
、
身
を
隠
す
。

江
戸
で
接
触
し
た
一
橋
家
の
用
人

に
同
家
の
家
来
に
採
用
さ
れ
、
一
橋

慶
喜
の
い
る
京
都
に
行
く
。
慶
喜
に

見
込
ま
れ
た
栄
一
は
一
橋
家
の
渉
外

役
に
な
り
、
薩
摩
や
長
州
の
要
人
と

折
衝
す
る
よ
う
に
な
る
。
当
時
、
栄

一
が
構
想
し
て
い
た
の
は
、
徳
川
家

を
廃
絶
し
て
幕
府
を
や
め
、
慶
喜
が

雄
藩
連
合
の
共
和
政
体
の
ト
ッ
プ
に

就
く
こ
と
。
そ
の
た
め
将
軍
に
な
ら

な
い
よ
う
進
言
し
て
い
た
が
、
将
軍

家
茂
が
病
死
し
た
た
め
慶
喜
は
15
代

将
軍
に
な
っ
て
し
ま
う
。

幕
府
顧
問
で
フ
ラ
ン
ス
公
使
の
ロ

本
家
の
三
男
か
ら
分
家
に
婿
入
り

し
、
家
を
建
て
直
し
た
人
。
栄
一
は

７
歳
の
時
か
ら
従
兄
の
尾
高
惇
忠

（
あ
つ
た
だ
）
に
四
書
五
経
や「
日
本

外
史
」
を
、
父
に
商
売
を
習
っ
た
。

土
地
柄
か
ら
養
蚕
と
染
料
の
藍
玉
作

り
が
主
で
、
良
質
の
藍
玉

を
作
ら
せ
る
た
め
、
栄
一

は
農
家
の
品
評
会
を
開

き
、
一
番
の
人
を
上
座
に

座
ら
せ
競
争
心
を
刺
激
し
て
い
る
。

あ
る
時
、
栄
一
が
父
の
名
代
と
し

て
岡
部
の
代
官
屋
敷
に
行
く
と
、
代

官
に
渋
沢
宗
家
は
千
両
、
栄
一
の
家

は
五
百
両
持
っ
て
く
る
よ
う
命
じ
ら

れ
る
。
金
を
も
ら
う
方
が
威
張
っ
て

い
る
世
の
中
は
間
違
っ
て
い
る
と
思

っ
た
栄
一
は
、
や
が
て
討
幕
を
志
す

よ
う
に
な
る
。

水
運
で
通
じ
て
い
る
水
戸
か
ら
尊

王
攘
夷
運
動
が
伝
わ
っ
て
く
る
と
栄

ッ
シ
ュ
か
ら
１
８
６
７
年
の
パ
リ
万

博
に
参
加
を
求
め
ら
れ
た
慶
喜
は
弟

の
昭
武
を
派
遣
し
、
水
戸
藩
の
家
臣

に
加
え
渋
沢
を
付
け
る
こ
と
に
し

た
。
旅
の
途
中
、
ス
エ
ズ
運
河
の
巨

大
工
事
を
担
当
し
て
い
る
の
が
国
で

は
な
く
レ
セ
ッ
プ
ス
社
だ
と
知
り
驚

く
。
通
訳
か
ら
株
式
会
社
は
国
家
を

し
の
ぐ
金
も
集
め
ら
れ
る
と
知
り
、

フ
ラ
ン
ス
で
そ
の
仕
組
み
を
勉
強
し

よ
う
と
考
え
た
。

フ
ラ
ン
ス
で
渋
沢
の
世
話
を
し
た

の
が
銀
行
家
の
フ
ロ
リ
ヘ
ラ
ル
ト

で
、
渋
沢
は
彼
を
介
し
て
フ
ラ
ン
ス

の
資
本
主
義
を
学
ぶ
。
渋
沢
は
彼
が

軍
人
と
対
等
に
話
す
の
を
見
て
、
日

本
も
そ
ん
な
国
に
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
考
え
る
。
当
時
の
フ
ラ
ン
ス

は
、
ク
ー
デ
タ
ー
で
皇
帝
に
な
っ
た

ナ
ポ
レ
オ
ン
３
世
が
、
私
企
業
を
競

わ
せ
て
計
画
的
に
鉄
道
網
を
整
備
す

る
な
ど
、
経
済
が
急
速
に
発
展
し
て

い
た
。
広
く
資
金
を
集
め
、
労
働
者

の
賃
金
を
上
げ
て
経
営
を
成
功
さ

せ
、
国
を
豊
か
に
す
る
と
い
う
資
本

主
義
の
仕
組
み
を
渋
沢
は
目
の
当
た

り
に
し
た
の
で
あ
る
。

徳
川
崩
壊
の
知
ら
せ
を
受
け
帰
国

し
た
渋
沢
は
、
大
隈
重
信
の
求
め
で

大
蔵
省
に
出
仕
し
、
日
本
経
済
の
基

礎
作
り
に
取
り
組
む
。
度
量
衡
の
統

一
か
ら
統
一
貨
幣
の
発
行
、
税
金
の

米
か
ら
金
へ
の
変
更
、
そ
し
て
武
士

の
廃
絶
に
伴
う
金
禄
公
債
の
発
行
な

ど
。
そ
の
金
禄
公
債
を
出
資
金
に
創

設
し
た
の
が
八
十
八
銀
行
な
ど
の
ナ

ン
バ
ー
銀
行
で
、
渋
沢
は
銀
行
や
株

式
会
社
の
条
例
も
作
っ
て
い
る
。

明
治
６
年
に
渋
沢
は
日
本
初
の
ベ

ン
チ
ャ
ー
キ
ャ
ピ
タ
ル
・
第
一
国
立

銀
行
を
創
設
。
ア
メ
リ
カ
の
銀
行
シ

ス
テ
ム
に
な
ら
っ
た
非
中
央
銀
行
系

の
紙
幣
発
券
銀
行
で
、
次
い
で
株
式

市
場
整
備
の
た
め
証
券
取
引
所
を
創

設
し
た
。
鉄
道
や
海
運
会
社
に
続
い

て
損
保
と
生
保
、
紡
績
会
社
に
製
紙

会
社
な
ど
、
渋
沢
が
設
立
し
た
会
社

は
約
５
０
０
社
に
も
上
る
。

論
語
と
算
盤

グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
は
政
府
が
作

り
、
そ
れ
を
も
と
に
私
企
業
が
自
由

競
争
す
る
と
い
う
の
が
、
渋
沢
が
フ

ラ
ン
ス
で
学
ん
だ
サ
ン
＝
シ
モ
ン
主

義
で
あ
る
。
ま
た
『
論
語
』
を
学
び

直
し
た
渋
沢
は
、
孔
子
が
公
正
な
利

益
に
基
づ
く
商
業
を
推
奨
し
て
い
る

の
を
発
見
し
、
朱
子
学
の
『
論
語
』

解
釈
は
間
違
い
だ
と
し
た
。『
論
語
と

算
盤
』で
儒
教
道
徳
と
経
済
を
結
び
、

資
本
主
義
の
倫
理
と
し
た
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
渋
沢
は
経
済
人
を
教
育
す

る
た
め
東
京
商
業
学
校（
一
橋
大
学
）

を
作
り
、
晩
年
に
は
福
祉
の
必
要
性

を
知
っ
て
孤
児
た
ち
の
東
京
養
育
院

を
作
り
、
後
に
「
福
祉
の
父
」
と
し

て
も
称
賛
さ
れ
た
。

渋
沢
栄
一
と
資
本
主
義
の
倫
理

れ
、
学
校
や
官
庁
を
は
じ
め

全
国
各
地
で
奉
祝
式
典
が
行

わ
れ
て
き
た
が
、
第
二
次
世

界
大
戦
の
敗
北
後
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ

に
よ
り
廃
止
さ
れ
た
。
し
か

し
、
昭
和
41
年
に
祝
日
法
が

改
正
さ
れ『
建
国
記
念
の
日
』

と
し
て
復
活
し
た
。
い
ず
れ

の
国
も
建
国
の
日
を
最
大
の

祝
日
と
し
て
い
る
。
全
国
各

地
で
民
間
が
熱
心
に
奉
祝
式

典
を
行
っ
て
き
た
が
、
国
か

ら
は
冷
や
や
か
に
扱
わ
れ
て

き
た
。
平
成
24
年
の
衆
議
院

選
挙
時
に
自
民
党
が
選
挙
公

約
で
『
政
府
主
催
で
建
国
記

念
の
日
を
祝
う
記
念
祝
典
を

開
催
す
る
』
と
掲
げ
、
安
倍

前
首
相
は
国
民
に
向
け
て
メ

ッ
セ
ー
ジ
を
送
っ
た
。
こ
の

公
約
は
安
倍
政
権
に
一
貫
し

た
も
の
で
、
そ
れ
を
継
承
し

た
菅
義
偉
現
首
相
に
と
っ
て

も
軽
視
さ
れ
な
い
も
の
だ
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
人

類
の
あ
ら
ゆ
る
領
域
に
重
大

な
影
響
を
与
え
、
祖
国
日
本

に
と
っ
て
も
国
難
の
こ
の
時

に
、
幾
多
の
艱
難
を
熱
意
と

の
だ
が
、
我

が
国
の
現
行

憲
法
は
公
布

以
来
75
年
も

の
間
、
一
言

一
句
の
改
正

も
国
民
投
票

も
行
わ
れ
て

い
な
い
。
日

本
維
新
の
会

は
憲
法
審
査

会
を
リ
ー
ド

し
て
い
く
こ

と
を
約
束
す

る
」
と
党
の

姿
勢
を
強
調

し
た
。

そ
の
後
、
菅
義
偉
首
相
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
が
読
み
上
げ
ら

れ
、
登
壇
者
の
紹
介
と
祝
電

の
披
露
が
行
わ
れ
た
。
成
蹊

大
学
３
年
の
真
家
廉
氏
が
決

議
を
朗
読
し
、
満
場
の
拍
手

で
決
議
が
採
択
さ
れ
た
。
紀

元
節
の
歌
の
斉
唱
。
田
久
保

社

説

忠
衛
日
本
会
議
会
長
に
よ
る

聖
寿
万
歳
の
後
、
今
林
賢
郁

理
事
が
閉
会
の
辞
を
述
べ

た
。「
明
治
の
先
輩
た
ち
の
英

知
と
努
力
に
よ
っ
て
国
の
独

立
が
維
持
さ
れ
、
今
の
私
た

ち
が
あ
る
。
今
日
は
大
日
本

暦
の
ず
れ
に
よ
り
、
今
年

の
節
分
は
１
２
４
年
ぶ
り
に

２
月
２
日
で
３
日
が
立
春
。

山
口
県
防
府
市
に
あ
る
菅
原

道
真
公
を
祀
る
防
府
天
満
宮

（
鈴
木
宏
明
宮
司
）
で
は
２

日
の
開
運
招
福
豆
ま
き
に
続

き
３
日
、
全
国
で
も
珍
し
い

生
き
た
牛
が
当
た
る
「
牛
替

（
う
し
か
え
）
神
事
」
が
行

わ
れ
た
。

牛
替
と
は
、
そ
の
年
に
天

神
さ
ま
（
道
真
公
）
が
乗
る

帝
国
憲
法
が
公
布
さ
れ
、
神

武
天
皇
が
橿
原
で
即
位
さ
れ

た
日
だ
。
道
義
あ
る
も
の
と

は
交
わ
り
、
道
義
な
き
も
の

は
打
ち
払
う
と
い
う
気
概
で

務
め
を
果
た
し
、
次
世
代
に

こ
の
国
を
繋
げ
た
い
」

網
谷
道
弘
副
会
長
は
開
会

の
辞
で
「
家
族
の
よ
う
な
平

和
な
国
づ
く
り
が
我
が
国
の

建
国
理
想
の
大
御
心
。
私
た

魔
の
Ｊ
Ｒ
中
央
線

自
殺
霊
の
撮
影
で
判
明
し
た
こ
と
─

十
年
の
歳
月
を
か
け
、つ
い
に
自
殺
者
の
霊
の
撮
影
に
成
功
。

霊
能
者
が
書
い
た
自
殺
防
止
の
書
。
死
ん
で
も
痛
み
は
残
る
も
の
、

自
殺
者
の
言
い
分
〝
こ
ん
な
筈
で
は
〞
自
殺
を
し
た
状
態
で
霊
は
さ
ま
よ
う
、

硫
化
水
素
自
殺
、
政
治
家
と
自
殺
、
自
殺
の
多
い
Ｊ
Ｒ
中
央
線
の
謎
を
解
く
！
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日
本
よ
、蘇
れ

日
本
神
話
の
知
恵

出雲井晶著

ゆ
が
ん
だ
歴
史
観
、
家
庭
の
崩
壊
、
教
育
の
危
機
…
。
い
ま
日
本

は
大
き
な
危
機
に
瀕
し
て
い
ま
す
。こ
の
現
状
を
打
破
す
る
カ
ギ

は
、
実
は
「
日
本
神
話
＝
古
事
記
・
神
代
」
に
あ
る
の
で
す
。
日

本
神
話
に
満
ち
あ
ふ
れ
る
、愛
と
生
命
と
知
恵
に
立
ち
返
っ
て
こ

そ
、日
本
の
未
来
は
拓
け
ま
す
。あ
な
た
も
著
者
と
い
っ
し
ょ
に
、

「
神
話
の
教
え
」
を
ひ
も
と
い
て
み
ま
せ
ん
か
？

批評社
〒113-0033 東京都文京区本郷1-28-36
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日
本
国
始
め
 饒
速
日
大
神
の
東
遷

大
野
七
三
著

『
先
代
旧
事
本
紀
』の
神
髄
を
極
め
た
著
者
が
語
る
。

足
で
調
べ
た
大
和
建
国
の
謎
。

須
佐
之
男
尊
の
出
雲
国
創
建
後
、
饒
速
日
尊
が
32
従
者
と
25
軍
団
を
従
え
、

九
州
か
ら
大
和
に
東
遷
し
て
纏
向
の
地
に
大
和
国
を
建
国
。
そ
の
時
、
饒
速

日
尊
が
配
下
を
募
り
配
置
し
た
今
も
残
る
そ
の
出
自
と
足
跡
を
立
証
す
る
。
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私
の
生
命

い

の

ち

の
復
活上橋

泉
著

人
生
の
苦
し
み
に
積
極
的
な
意
味
は
あ
る
の
か
？

『
21
世
紀
に
生
き
る
日
本
人
の
た
め
の
浄
土
思
想
』
の
出
版
を
記
念
し
て
、平
成
26
年
３

月
か
ら
28
年
11
月
ま
で
の
５
回
に
わ
た
る
講
演
を
ま
と
め
た
著
者
渾
身
の
生
命
の
書
。

日
本
人
の
宗
教
性（
霊
性
）は
回
復
す
る
か
？

新刊！

努
力
に
よ
っ
て
凌
い
で
き
た

輝
か
し
い
歴
史
を
思
い
起
こ

し
た
い
」

井
上
信
治
・
国
際
博
覧
会

担
当
大
臣
は
「
私
は
今
ま
で

政
府
主
催
に
よ
る
祝
祭
の
開

催
を
訴
え
て
き
た
。
菅
内
閣

の
一
員
と
し
て
皆
様
の
思
い

を
受
け
止
め
た
い
。
日
本
国

民
が
力
を
合
わ
せ
れ
ば
、
コ

ロ
ナ
禍
の
逆
境
も
必
ず
克
服

で
き
る
も
の
と
信
じ
て
い

る
」
と
祝
辞
を
述
べ
、
自
由

民
主
党
幹
事
長
代
理
・
柴
山

昌
彦
衆
議
院
議
員
は
「
天

皇
・
皇
后
両
陛
下
は
、
新
年

の
ビ
デ
オ
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
感

染
症
や
自
然
災
害
で
厳
し
い

状
態
に
あ
る
国
民
の
身
の
上

を
気
遣
わ
れ
、
互
い
に
思
い

や
り
を
持
ち
支
え
合
う
よ
う

語
り
か
け
ら
れ
た
。
国
民
に

寄
り
添
う
温
か
い
両
陛
下
の

御
心
に
尊
崇
と
敬
愛
の
念
を

感
じ
て
や
ま
な
い
。
菅
総
理

が
目
指
す
、
脱
炭
素
社
会
と

デ
ジ
タ
ル
社
会
の
実
現
は
新

た
な
成
長
の
原
動
力
だ
。
少

子
化
問
題
の
解
決
、
不
妊
治

り
、
多
様
な
文
化
と
美
し
い

伝
統
が
息
づ
く
日
本
を
発
信

し
て
い
こ
う
。
憲
法
改
正
は

引
き
続
き
全
国
で
国
民
世
論

の
喚
起
に
取
り
組
み
た
い
」

と
語
っ
た
。
日
本
維
新
の
会

女
性
局
長
の
石
井
苗
子
参
議

院
議
員
は
「
憲
法
は
変
化
に

合
わ
せ
改
正
さ
れ
る
べ
き
も
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日
本
宗
教
の
闇

拉
致
監
禁
に
よ
る
強
制
棄
教
と
の
戦
い

室
生
忠
著
四
六
判
・
５
２
０
頁

定
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０
０
円
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税

信
教
の
自
由
が
保
障
さ
れ
た
今
の
日
本
で
、
強
制
棄
教
を
目
的
に
拉
致
監
禁
が
行

わ
れ
て
い
る
。
職
業
的
強
制
改
宗
屋
が
家
族
を
巻
き
込
み
、
信
者
を
拉
致
し
、
部

屋
に
監
禁
し
て
、
脅
迫
的
説
得
に
よ
り
棄
教
を
迫
る
。
特
に
世
界
平
和
統
一
家
庭

連
合
（
統
一
教
会
）
や
エ
ホ
バ
の
証
人
の
信
者
に
被
害
者
が
多
く
、
中
に
は
12
年

以
上
の
監
禁
さ
れ
た
人
も
い
る
。
驚
く
べ
き
宗
教
迫
害
の
リ
ポ
ー
ト
。

「
ユ
ダ
ヤ
人
は

し
る
し
を
求
め
、

ギ
リ
シ
ア
人
は
知

恵
を
探
し
ま
す
が
、
わ
た
し
た
ち
は
、
十

字
架
に
つ
け
ら
れ
た
キ
リ
ス
ト
を
宣
べ
伝

え
て
い
ま
す
。
す
な
わ
ち
、
ユ
ダ
ヤ
人
に

は
つ
ま
ず
か
せ
る
も
の
、
異
邦
人
に
は
愚

か
な
も
の
で
す
が
、
ユ
ダ
ヤ
人
で
あ
ろ
う

が
ギ
リ
シ
ア
人
で
あ
ろ
う
が
、
召
さ
れ
た

者
に
は
、
神
の
力
、
神
の
知
恵
で
あ
る
キ

リ
ス
ト
を
宣
べ
伝
え
て
い
る
の
で
す
。
神

の
愚
か
さ
は
人
よ
り
も
賢
く
、
神
の
弱
さ

は
人
よ
り
も
強
い
か
ら
で
す
。」（
Ⅰ
コ
リ

ン
ト
　
１
・
22
│
25
）

復
活
祭
ま
で
の
準
備
の
期
間
、
キ
リ
ス

ト
者
は
主
の
御
業
を
静
か
に
思
い
起
こ

す
。か

つ
て
、
ユ
ダ
ヤ
人
で
あ
ろ
う
と
異
邦

人
で
あ
ろ
う
と
、
十
字
架
で
処
刑
さ
れ
た

一
人
の
指
導
者
を
メ
シ
ヤ
と
し
て
仰
ぎ
見

る
の
は
愚
か
な
こ
と
と
受
け
止
め
ら
れ

た
。
彼
の
純
粋
な
愛
か
ら
発
せ
ら
れ
る
こ

と
ば
や
行
い
は
人
々
に
驚
き
を
与
え
た
。

に
も
か
か
わ
ら
ず
誹
謗
中
傷
の
的
に
さ
れ

抹
殺
さ
れ
た
。
そ
こ
に
人
間
の
愚
か
さ
が

あ
る
。
自
ら
の
姿
を
直
視
す
る
こ
と
へ
の

恐
れ
、
創
造
主
の
純
金
の
輝
き
を
目
の
当

た
り
に
す
る
こ
と
へ
の
怖
れ
が
あ
る
。

人
々
が
ど
れ
だ
け
の
恐
怖
を
抱
こ
う
と

も
、愚
か
な
る
神
は
、い
つ
ま
で
も
ど
こ
ま

で
も
、
人
類
を
愛
で
抱
こ
う
と
し
て
我
々

に
働
き
か
け
、
語
り
か
け
て
く
る
。（
Ｉ
）

本
紙
定
期
購
読
の
お
申
し
込
み
は

■
ご
希
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読
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連
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Ｆ
Ａ

Ｘ
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埼
玉
県
深
谷

市
に
あ
る
渋
沢

栄
一
記
念
館
を

訪
ね
た
の
は
昨

年
９
月
下
旬
。

年
配
ス
タ
ッ
フ

に
「
な
ぜ
『
青
天
を
衝
け
』

に
な
っ
た
の
か
、
知
っ
て

い
ま
す
か
？
」
と
聞
か

れ
、「
そ
う
だ
、
知
ら
な
か

っ
た
！
」。「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
制

作
ク
ル
ー
が
当
館
に
来

て
、
栄
一
の
漢
詩
を
見
て

思
い
付
い
た
の
で
す
」
と

教
え
て
く
れ
た
▼
日
頃
は

仲
間
と
米
と
小
麦
づ
く
り

に
い
そ
し
ん
で
い
る
天
地

子
が
、
深
谷
と
聞
い
て
連

想
し
た
の
は
ネ
ギ
。
長
い

白
根
が
き
れ
い
で
甘
い
深

谷
ネ
ギ
は
鍋
や
す
き
焼
き

に
欠
か
せ
な
い
。
記
念
館

の
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
に
も
、

郷
土
産
品
と
し
て
し
っ
か

り
ネ
ギ
が
展
示
さ
れ
て
い

た
▼
驚
い
た
の
は
、
講
義

室
で
栄
一
の
ア
ン
ド
ロ
イ

ド
が
講
義
し
て
く
れ
た
こ

と
。
大
阪
大
学
の
石
黒
浩

教
授
が
製
作
し
た
と
い

う
。
内
容
は
持
論
の
「
論

語
と
算
盤
」。
グ
ロ
ー
バ

ル
経
済
に
加
え
、
コ
ロ
ナ

時
代
の
新
し
い
倫
理
が
求

め
ら
れ
て
い
る
今
、
心
す

べ
き
こ
と
だ
と
拝
聴
す

る
。
司
会
の
ス
タ
ッ
フ
と

の
や
り
取
り
も
あ
り
、「
好

み
は
？
」
と
聞
か
れ
、
栄

一
が
「
も
ち
ろ
ん
煮
ぼ
う

と
う
」
と
答
え
た
の
で
、

会
場
は
爆
笑
▼
記
念
館
の

裏
側
に
、
大
き
な
栄
一
の

銅
像
が
あ
っ
た
。
も
と
は

Ｊ
Ｒ
深
谷
駅
前
に
あ
っ
た

が
、
大
き
す
ぎ
で
見
づ
ら

い
の
で
、
公
民
館
に
記
念

館
を
併
設
し
た
と
き
に
移

転
し
、
生
誕
地
が
見
え
る

裏
側
に
据
え
た
と
い
う
▼

記
念
館
か
ら
徒
歩
10
分

で
、
栄
一
の
生
家
「
中
の

家
」
へ
。
蚕
室
の
あ
る
造

り
で
、
藍
玉
小
屋
も
あ
っ

た
。
こ
こ
で
も
元
気
な
お

じ
さ
ん
た
ち
に
迎
え
ら
れ
、

さ
ぬ
き
か
ら
来
た
と
い
う

と
、「
そ
り
ゃ
、
さ
ぬ
き
う

ど
ん
の
ほ
う
が
お
い
し
い

だ
ろ
う
」
と
。
お
昼
は
お

勧
め
の
店
へ
。
煮
ぼ
う
と

う
は
み
そ
味
で
、
山
梨
の

ほ
う
と
う
に
似
て
い
た
。

が
、
道
真
が
大
宰
府
で
亡
く

な
っ
た
翌
年
に
創
建
さ
れ
た

防
府
天
満
宮
は
「
日
本
初
の

天
神
さ
ま
」
で
、
北
野
天
満

宮
、
太
宰
府
天
満
宮
と
共
に

「
日
本
三
大
天
神
」
と
さ
れ

て
い
る
。

菅
原
氏
の
前
身
は
野
見
宿

禰
を
家
祖
と
す
る
土
師
氏

（
は
じ
し
）
で
、
大
和
国
菅

原
邑
に
住
ん
で
い
た
こ
と
か

ら
菅
原
姓
を
名
乗
る
こ
と

に
。
ち
な
み
に
大
江
氏
は
、

桓
武
天
皇
が
縁
戚
の
土
師
諸

上
（
も
ろ
が
み
）
ら
に
大
枝

の
姓
を
与
え
た
の
が
始
ま

り
。同

宮
の
社
伝
に
よ
る
と
、

左
遷
さ
れ
た
道
真
は
大
宰
府

に
向
か
う
途
中
、
周
防
国

（
山
口
県
）
国
司
だ
っ
た
同

族
の
土
師
信
貞
を
頼
り
、
本

州
最
後
の
寄
港
地
と
な
る
防

府
の
勝
間
の
浦
に
着
き
、
し

ば
し
休
息
し
た
。
そ
し
て

「
こ
こ
は
天
皇
の
お
ら
れ
る

京
の
都
と
地
続
き
で
、
願
わ

く
は
こ
の
地
に
住
ま
い
を
構

え
た
い
」
と
言
い
残
し
、
九

州
に
旅
立
っ
た
と
い
う
。「
防

府
」
の
名
称
は
周
防
の
国
府

に
よ
る
。

延
喜
３
年
（
９
０
３
）
２

月
25
日
、
道
真
が
大
宰
府
で

薨
去
し
た
日
、
勝
間
の
浦
に

光
が
射
し
、
酒
垂
山
（
さ
か

た
り
や
ま
）
に
紫
色
の
瑞
雲

が
た
な
び
く
の
を
見
た
国
司

は
、
道
真
の
御
霊
が
こ
の
地

に
帰
っ
て
き
た
と
思
い
、
翌

年
、
酒
垂
山
に
祠
を
建
立
し

「
松
崎
の
社
」
と
号
し
た
。

こ
れ
が
防
府
天
満
宮
の
創
建

と
さ
れ
、
以
後
は
代
々
の
国

司
が
祭
事
を
行
っ
た
と
い
う
。

令
和
３
年
、
皇
紀
２
６
８
１
年
の
「
建
国
記
念
の
日
奉
祝
中
央
式
典
」（
主
催
＝
日
本
の

建
国
を
祝
う
会
、
会
長
＝
大
原
康
男
氏
）
が
２
月
11
日
、
東
京
都
渋
谷
区
の
神
社
本
庁
大

講
堂
で
開
催
さ
れ
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
対
策
の
た
め
主
催
者
、
関
係
者

だ
け
の
約
１
０
０
名
が
参
加
し
た
。

ち
は
そ
れ
を
し
っ
か
り
受
け

継
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」

と
述
べ
、
続
い

て
橿
原
神
宮
遥

拝
、
国
歌
斉
唱

の
後
、
主
催
者

を
代
表
し
て
大

原
康
男
会
長
が

挨
拶
し
た
。

「
明
治
維
新

に
始
ま
る
近
代

日
本
国
家
の
建

設
は
、
王
政
復

古
の
大
号
令
に

『
諸
事
神
武
創

業
ノ
始
ニ
原

キ
』
と
あ
る
よ

う
に
、
ま
さ
し

く
第
２
の
神
武

建
国
だ
っ
た
。

明
治
６
年
に
太

陽
暦
の
２
月
11

日
が
紀
元
節
と

し
て
定
め
ら

生
き
た
神
牛
が
当
た
る
山口県防府市

防
府
天
満
宮
で
牛
替
神
事

井上信治・国際博覧会
担当大臣

日本維新の会・石井苗子
参議院議員

番号コマを刺しとる抽選児童

で
牛
替
神
事
抽
選
児
童
奉
告

祭
が
あ
り
、
古
式
ゆ
か
し
い

装
束
に
身
を
包
ん
だ
抽
選
児

童
13
人
と
そ
の
保
護
者
、
池

田
豊
防
府
市
長
に
同
宮
関
係

者
ら
が
参
列
し
た
。
児
童
は

防
府
市
内
の
小
学
校
か
ら
選

ば
れ
た
６
年
生
の
男
子
。
浄

め
祓
い
を
受
け
、
玉
ぐ
し
を

さ
さ
げ
て
参
拝
し
た
児
童
ら

に
金
子
宮
司
は
「
皆
さ
ん
の

参
加
を
道
真
公
も
お
喜
び
で

あ
ろ
う
。
６
年
生
は
コ
ロ
ナ

禍
で
学
校
が
休
校
に
な
り
、

友
達
と
一
緒
に
勉
強
し
た

り
、
遊
ん
だ
り
で
き
な
い
日

が
多
く
、
大
変
だ
っ
た
と
思

う
。
コ
ロ
ナ
終
息
も
祈
り
つ

つ
牛
替
神
事
抽
選
会
を
執
り

行
い
た
い
」
と
挨
拶
。
真
剣

な
面
持
ち
の
児
童
ら
に
、
弓

と
や
り
の
抽
選
道
具
が
授
与

さ
れ
た
。

６
時
す
ぎ
か
ら
抽
選
。
拝

殿
前
の
回
廊
に
設
け
ら
れ
た

台
の
上
に
、
番
号
コ
マ
を
入

れ
る
梅
型
の
大
き
な
木
箱
が

置
か
れ
て
い
る
。
最
初
に
、

拝
殿
廊
下
に
置
か
れ
た
「
い

ろ
は
に
…
」
が
書
か
れ
た
回

転
盤
に
児
童
が
弓
を
射
て
組

を
決
め
、
次
い
で
別
の
児
童

が
や
り
で
番
号
コ
マ
を
刺
し

取
り
、
当
選
番
号
が
決
ま

る
。
そ
の
場
で
読
み
上
げ
ら

れ
た
番
号
は
同
宮
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
な
ど
で
発
表
さ
れ
た
。

牛
替
券
は
協
賛
し

て
い
る
防
府
市
内

の
商
店
な
ど
で
購

入
で
き
、
２
月
２

〜
３
日
に
天
満
宮

で
番
号
券
と
引
き

換
え
る
。

菅
原
道
真
を
祀

る
天
神
さ
ま
（
天

満
宮
）
は
約
１
万

２
０
０
０
社
あ
る

御
網
代
輿（
お
あ
じ
ろ
こ
し
）

を
引
く
牛
の
取
り
替
え
の
こ

と
。
今
年
で
１
１
０
回
と
い

う
伝
統
あ
る
神
事
で
、
抽
選

に
よ
り
11
月
に
行
わ
れ
る
御

神
幸
祭
の
「
神
牛
」
が
当
た

り
、
ほ
か
に
も
、
金
・
銀
・

銅
の
牛
の
置
物
を
は
じ
め
数

千
点
の
豪
華
な
景
品
が
福
運

者
に
授
け
ら
れ
る
。
コ
ロ
ナ

禍
で
例
年
よ
り
少
な
い
が
、

福
運
を
願
う
参
拝
者
が
集
ま

っ
た
。

防
府
天
満
宮
の
御
神
幸
祭

は
、
大
宰
府
か
ら
防
府
に
遷

り
留
ま
っ
た
道
真
公
の
御
霊

に
、
毎
年「
無
実
の
知
ら
せ
」

を
伝
え
、
慰
め
る
た
め
、
御

霊
を
乗
せ
た
御
網
代
輿
を
、

ゆ
か
り
の
港
「
勝
間
の
浦
」

ま
で
渡
御
す
る
祭
り
。
当
選

者
は
輿
を
引
く
神
牛
の
手
綱

を
取
る「
神
牛
役
」
を
務
め
、

そ
れ
ま
で
牛
は
農
家
に
預

け
、
育
て
ら
れ
る
。
例
年
は

オ
ス
・
メ
ス
の
２
頭
だ
が
、

今
年
は
生
後
８
か
月
の
オ
ス

１
頭
。

３
日
５
時
す
ぎ
か
ら
拝
殿

神社本庁

建
国
記
念
の
日
奉
祝
中
央
式
典

今
年
の
神
牛

主
催
者
挨
拶
を
す
る
大
原
康
男
会
長
＝
２
月
11
日
、
東
京
都
渋
谷
区

の
神
社
本
庁
大
講
堂 神

武
建
国
の
心
で
国
難
克
服
を


